
九 共 大 紀 要
第13巻  第2号
２０２３年２月

[各種報告]

2021年度九州共立大学リコンディショニングルームにおけるトレーナー

活動報告

西山　侑汰*，国枝　結花*，名頭薗　亮太*，久保　誠司*，辰見　康剛*

2021 Kyushu Kyoritsu University 
Reconditioning Room Trainer Activity Report

Yuta NISHIYAMA*，Yuika KUNIEDA*，Ryota MYOTSUZONO*，
Seiji KUBO*，Yasutaka TATSUMI*

アブストラクト
　本稿では，2021年度のリコンディショニングルーム（以下；RCR）の利用状況を報告し，今後のRCRにおける
RCRの運営やトレーナー教育の展望を述べた．今後も新型コロナウイルス感染症の予防対策を徹底し，安心安全な
環境でRCRでの活動を行い，選手から高い満足度が得られるようにRCRの運営と学生トレーナー教育を行なってい
きたい．
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１．はじめに

　日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー

（以下；JSPO-AT）は，競技者の健康管理，外傷・障

害の予防，スポーツ外傷・障害の応急処置，アスレ

ティックリハビリテーション，コンディショニング

などを担い，選手をサポートする1）．本学は，2008年

からJSPO-ATの免除適応コース承認校であり，JSPO-

ATを養成する教育機関である．JSPO-ATを志す学生

には，180時間の現場実習が課せられており，本学に

は運動部に帯同してトレーナー現場実習を行う学生や

学内のリコンディショニングルーム（以下；RCR）で

選手のリコンディショニングに携わりながら現場実習

を行う学生がいる．RCRでは，学生がJSPO-AT教員

の指導のもと，怪我やコンディション不良により競技

活動に制限がかかってしまった選手を対象とし，その

復帰をサポートするリコンディショニングを行うこと

で実践的な活動を経験しながらトレーナーの知識やス

キルを学んでいる．これまで，RCRを利用した選手の

外傷・障害や所属している運動部，利用者の人数など

を集計し，RCR運営の改善や学生の効果的な教育に繋

げてきた2）3）4）5)．そこで本稿では，2021年度のRCR

の利用状況を報告し，今後のRCRの運営やトレーナー

教育の展望を述べる．

２．活動内容

１）RCRの開室期間

　RCRの開室期間は，2021年4月1日から2022年3月

31日であった．RCRの開室日は，月曜日，火曜日，

水曜日，木曜日の週4日間であった．開室日が祝日や

学校行事，休講日の場合は閉室した．前期及び後期の

授業期間の開室時間は，17時から19時であった．ま

た夏季及び春季の長期休業期間の開室時間は，9時30

分から11時30分であった．2021年度の開室日数は，

177日であった．

２）RCRにおけるリコンディショニングの流れ

　RCRでリコンディショニングを実施するためには，

当日のRCR開室前までにRCRの利用を予約する．予約

方法は，RCRの公式LINEから選手の状態など必要事

項を連絡して予約する方法と運動部に帯同してトレー

ナー活動する学生が選手の状態などを教員に連絡して

予約する方法の2つがあり，どちらかの方法で予約を

取る．RCRに入室する前に，RCR入口前の受付で検

温と体調などの症状チェックを行ったのち学生が選手

をトレーナーベッドへ誘導する．トレーナーベッドへ

誘導した後，学生が選手に問診や身体検査を実施し

て，選手の状態を把握する．選手の状態を把握できた

ら，指導教員に選手の状態を報告し，リコンディショ

ニングの内容を相談する．指導教員が選手の状態とリ

コンディショニング内容を確認し，選手に状態とリコ

ンディショニング内容を説明して同意が得られた後，

学生が中心となって選手にリコンディショニングを実

施する．主に上級生（３年生及び４年生）の学生が担

当トレーナー，下級生（２年生及び１年生）の学生が

アシスタントトレーナーとして活動した．選手１名に

対して１名の担当トレーナー，１～２名のアシスタン

トトレーナーをつけた．また新型コロナウイルス感染

症対策として，選手の入室前の検温と体調チェック，

RCR内の換気とCO2モニターの設置，学生トレーナー

の検温と体調チェック，選手とトレーナーのマスク着

用，使用する道具の消毒を行った．

３．RCRの利用者の状況

　2021年４月1日から2022年3月31日にかけてのRCR

の総利用者数は，計107名であった．また同じ期間の

RCRの総利用回数は，計1350回であった．

　性別毎のRCR利用者数と利用回数を表1に示した．

性別毎の利用者数および利用回数をみると，男性（102

名[95.3%]，1270回[94.1%]），女性（5名[4.7%]，80回

［5.9%］）で男性の方が多かった．

表 1 性別毎の RCR利用者数と利用回数 

　学年毎のRCR利用者数と利用回数を表２に示した．

学年別の利用者数および利用回数をみると，2年生（40

名[37.4%]，434回[32.1%]）が最も多く，次いで1年生

（34名[31.8%]，424回[31.4%]），3年生（23名[21.5%]，

402回[29.8%]）の順に多かった．



2021 年度九州共立大学リコンディショニングルームにおけるトレーナー活動報告 105

表 2 学年毎の RCR利用者数と利用回数 

　学部毎のRCR利用者数と利用回数を表3に示した．

学部毎の利用者数および利用回数をみると，スポーツ

学 部（59名[55.1%]，885回[65.6%]）， 経 済 学 部（48

名[44.9%]，465回[34.4%]）でスポーツ学部の方が多

かった．

表 3 学部毎の RCR利用者数と利用回数 

　部活毎のRCR利用者数と利用回数を表４に示した．

部活毎の利用者数をみると，サッカー部（20名[18.7%]）

が最も多く，次いでラグビー部（19名[17.8%]），男子

バスケットボール部（16名[15.0%]）の順に多かった．

部活毎の利用回数をみると，男子バスケットボール部

（321回[23.8%]）が最も多く，次いで男子ハンドボー

ル部（253回[18.7%]），硬式野球部（192回[14.2%]）

の順に多かった．

表 4 部活毎の RCR利用者数と利用回数 

　月毎のRCR利用者数と利用回数を表5に示した．月

毎の利用者数をみると，6月（17名[15.9%]）が最も多

く，次いで10月（15名[14.0%]），7月・11月・3月（14

名[13.1%]）の順に多かった．月毎の利用回数をみると，

7月（236回[17.5%]）が最も多く，次いで6月（212回

[15.7%]），10月（163回[12.1%]）の順に多かった．

表 5 月毎の RCR利用者数と利用回数 

　部位毎のRCR利用者数と利用回数を表6に示した．

部位毎の利用者数をみると，足関節（28名[26.2%]）

が最も多く，次いで膝関節（17名[15.9%]），大腿部（14

名[13.1%]）の順に多かった．部位毎の利用回数をみ

ると，足関節（323回[23.9%]）が最も多く，次いで膝

関節（295回[21.9%]），肩関節（157回[11.6%]）の順

に多かった．

表 6 部位毎の RCR利用者数と利用回数 
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　傷害毎のRCR利用者数を表7に示した．傷害毎の利

用者数をみると，足関節外側側副靭帯損傷[疑い2件を

含む]（18名[16.8%]）が最も多く，次いでハムストリ

ングス肉離れ[疑い1件を含む]（7名[6.5%]），腰椎分

離症・大腿四頭筋肉離れ[疑い1件を含む]（5名[4.7%]）

の順に多かった．

表 7 傷害毎の RCR利用者数と利用回数 

４．考察

　2021年度の1年間の総利用者数は107名であった．

2019年度の報告4）をみると1年間の総利用者数は106

名であり，2021年度は新型コロナウイルス感染症の

流行前と同程度の総利用者数であったと考えられる．

また月毎の利用者数をみてみると，6月の17名が最も

多く，6月から7月にかけてもしくは10月から11月に

かけて利用者数が多くなる傾向がみられた．2019年

度の報告4）では，5月及び11月の利用者数が15名と最

も多く，5月と7月，10月から11月にかけて利用者数

が多いことが報告されている．月毎の利用者数をみて

も新型コロナウイルス感染症が流行する以前の月毎の

利用者数であったと考えられる．また1年間のうち，

利用者数が多くなる月も2019年度と同様の傾向を示

したと考えられる．

　2021年度の学年毎の利用者数をみると2年生の利用

が最も多かった．2019年度の報告4）および2020年度

の報告5）では，1年生の利用者数が最も多く，総利用

者のうち半数以上は1 ～ 2年生の下級生の利用である

ことが報告されている．2021年度の1年生の利用者は

2番目に多く，2019年度及び2020年度と異なる傾向

にあったものの，総利用者のうち半数以上は下級生の

利用者が占めていることを踏まえると，下級生の利用

者数が多いことはこれまでと同じ傾向がみられたと考

えられる．泉ら6)は，高校の部活動を引退してから大

学に入学するまでの間にコンディションが低下し，大

学入学時には柔軟性の低下や筋力の低下といったコン

ディション不良を引き起こしていることが多いと述べ

ている．そのような状態で練習や試合を行うことから，

怪我をしやすく，また怪我や痛みといった不調がさら

に長期的なコンディションの悪化を招き，下級生の利

用者が多くなるのではないかと考えらえる．

　2021年度の性別毎の利用者数をみると男性の利用

者率は95.3%，女性の利用者率は4.7%で男性の利用者

が多く，女性の利用者は少なかった．2019年度の報

告4）では，男性の利用者率は65.1％，女性の利用者

率は34.9％であったと報告されている．しかしなが

ら2020年度の報告5）では，男性の利用者率は85.0%，

女性の利用者率は15.0%であったと報告されている．

2019年度及び2020年度と比較すると女性の利用者が

年々減少していることがわかる．RCRを利用する選

手のほとんどは，学生トレーナーが帯同している運動

部に集中している．2021年度では，学生トレーナー

が帯同する運動部は，全てが男性の運動部であること

から，女性の運動部に学生トレーナーが帯同すること

も，女性利用者数の増加につながると考えられる．ま

たRCRでトレーナー活動する学生は男性が多いため，

女性選手が利用しやすいように女性の学生トレーナー

を増やしていくことも必要であると考えられる．いず

れにしても，女性選手が利用しやすいような運営体制

を構築することが必要であると考えられる．

　2021年度の学部別の利用者数をみると経済学部の

利用者数よりもスポーツ学部の利用者数の方が多かっ

た．RCRで活動する学生はスポーツ学部に所属してお

り，また教員もスポーツ学部の学生に授業を行ってい

るため，RCRの存在を知ってもらう機会はスポーツ学

部の学生の方が多い．運動部で活動する学生が経済学

部にもいることを踏まえると，経済学部の学生へRCR
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のパフォーマンスを発揮できるように支援するスポー

ツ医科学サポートの拠点である．様々な学部，部活動，

学年，怪我を抱えた選手がたくさんRCRを利用し，ト

レーナーによるサポートが行き届くようにより環境を

整備していきたい．また，RCRでの選手サポートを通

じて，学生がトレーナーに必要な知識やスキルを学習

するだけでなく，人間力やコミュニケーション，伝え

る力なども学習し，将来のトレーナー活動や職業に活

かすことができるように活動していきたいと考える．
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の活動を周知することも，経済学部の利用者数の増加

に必要であると考えらえる．

　2021年度の部活毎の利用者数をみるとサッカー部，

ラグビー部，男子バスケットボール部に所属する選手

の利用が多かった．2019年度の報告4）では，陸上競

技部，体操競技部，サッカー部に所属する選手の利用

が多いことが報告されている．また2020年度の報告
5）では，硬式野球部，バスケットボール部，サッカー

部の利用者数が多いことが報告されている．RCRを利

用する選手は，学生トレーナーが帯同している運動部

に多い傾向にあり，2021年度も学生トレーナーが活

動する運動部の利用者が多かった．学内のスポーツ医

科学サポートをより充実させるためには，学生トレー

ナーが帯同していない部活動の利用者数を増やすこと

が必要であると考えられる．そのためには，近隣の医

療機関と連携することや部活動指導者にRCRの仕組

みや実施内容を理解してもらうことなどが必要である

と考えられる．今後は，学生トレーナーが帯同しない

運動部の選手が利用しやすいような運営システムを構

築することが課題である．

　2021年度の部位毎の利用者数をみると足関節，膝

関節，大腿部，腰部に傷害を抱えて利用する選手が多

かった．2019年度の報告4）では，足関節が最も多く，

次いで腰部，肩関節，膝関節の順に多かった．また

2020年度の報告5）では，膝関節が最も多く，次いで

足関節，肩関節，大腿部の順に多かった．これらを踏

まえると，足関節や膝関節，大腿部といった下肢の怪

我は例年と同じ傾向にあったが，肩関節に怪我を抱え

た選手の利用者数は少ない傾向があった．また足関節，

大腿部，腰部に発生した傷害をみてみると足関節外側

側副靭帯損傷，ハムストリングス肉離れ，腰椎分離症，

大腿四頭筋肉離れを負った選手の利用が多かった．こ

れらの怪我は，スポーツ現場で対応する機会が多いこ

とから，RCRでのトレーナー活動は実践的な学習や経

験を積むことができることがわかる．RCRは，学生が

トレーナーに必要な知識や技術を学び，経験する教育

施設である．このような，利用する機会の多い部位や

傷害といった基礎情報を整理し，学生がRCRで活動す

るうえで優先すべき知識やスキルの習得に繋げていき

たいと考える．

５．今後の展望

　九州共立大学RCRは，将来トレーナーを志す学生が

学ぶ教育施設であると同時に，学生アスリートが最善




